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薬事法施行親則等の一部 を改正する省令の一部を改正する省令案について

等とされているところ。
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(2)継続使用者に対する経過措置

① 郵便等販売の方法ア
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より当該医薬品を購入し、又は譲り受ける者から新施行規則第 刊5条の 6第
1項又は新法第 36条の 6第 2項の規定による情報の提供を要しない旨の意
思を確認し、かつ、同項の規定による情報の提供を行う必要がないと判断し
た場合に限る。)に おいては、平成 23年 5月 31日 までの間は、薬局製造
販売医薬品、第 2類医薬品又は第 3類医薬品以外の医薬品を販売しないこと
等とすること。
イ 既存一般販売業者又は既存薬種商等 (店舗販売業の許可を受けた者を含む
。ィ下同じ。)が、改正省令の施行前に当該既存一般販売業者又は既存薬種
商等から購入し、又は譲り受けた第 2類医薬品を改正省令の施行の際現に継
続 して使用していると認められる者に対して、当該医薬品と同一の医薬品の
郵便等販売を行う場合 (薬剤師又は登録販売者が電話その他の方法により当
該医薬品を購入し、又は譲り受ける者から新法第 36条 の 6第 2項の規定に
よる情報の提供を要 しない旨の意思を確認し、かつ、同項の規定による情報
の提供を行う必要がないと判断した場合に限る。)に おいては、平成 23年
5月 3刊 日までの間は、第 2類 医薬品叉は第 3類医薬品以外の医薬品を販売
しないこと等とすること。
ウ 既存薬局開設者又は既存一般販売業者若しくは既存薬種商等は、ア又はイ
の規定により医薬品を販売したときは、遅滞なく、その販売の相手方の氏名、



住所、連絡先及び当該医薬品の名称その他必要な事項を記載 した記録を作成
し、その作成の日から3年間保存しなければならないこと。

ける情報提供等
既存薬局開設者が、①のアの規定により薬局製造販売医薬品の郵便等販売を
行う場合においては、平成 23年 5月 31日 までの間は、当該薬局において、
薬剤師に対面で販売させることを要しないこととすること。また、この場合に
おいては、薬局製造販売医薬品の適正な使用のために必要な情報提供を薬剤師
に対面で行わせることを要しないこととすること。

既存薬局開設者又は既存一般販売業若 しくは既存薬種商等が、①のア又はイ
の規定により第 2類医薬品の郵便等販売を行う場合においては、平成 23年 5
月 31日 までの間は、第 2類医薬品を販売する場合であって、郵便等販売を行
う場合も、薬剤師ヌは登録販売者に対面で販売させることを要 しないこととす
ること。また、この場合においては、第 2類医薬品の適正な使用のために必要
な情報提供を薬剤師又は登録販売者に対面で行わせることを要 しないこととす
ること。

12 その個

(1)離島居住者及ぴ継続使用者に関する経過措置の創設に伴い、平成 23年 5月
31日 までの間は、様式第 1の 2(郵便等販売届書)について、必要な読替え
を行うこと。
(2)そ の他所要の規定の整理を行うこと。

3 公布時期
平成 21年 5月 下旬 .

4 施行期日                
′

公布の日                       _
※ 改正省令の施行期 日は、平成 21年 6月 1日 (薬事法の一部を改正する法律 (平成
18年法律第 69号 )と 同日)


